
社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは ■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793

■ 船岡支所　〒680-0411　八頭町船岡殿159番地
　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227
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https://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
是非のぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

鍛冶屋温泉カレンダー
9月

 日 月 火 水 木 金 土
       1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

7月
 日 月 火 水 木 金 土
       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23／30 24／31 25 26 27 28 29

8月
 日 月 火 水 木 金 土
   1  2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31

営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）

ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内のみ）
■ 温泉利用での無料休憩所・無料マッサージ機があります。

営業日（9：00～19：00）
（土・日・祝日・お盆）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）
町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！

26

安井宿サロンおたのしみ会
～住み慣れた地域でいきいきと～

　昨年６月に10周年を迎えました。毎回の出席者は60
代～ 90代まで平均35名です。世話役は、60代から70代
の22名の有志が５班に分かれて、年２回ずつ担当して
います。担当の月は何をしようかと相談し、講師依頼
やお茶お菓子の準備などすべて班にお任せです。今月
はどんな会かなあと皆が楽しみにして、一緒に楽しい
ひとときが過ごせるよう「おたのしみ会」と名付けら
れました。
　ご縁があって、安井宿で一緒に暮らす私達です。一
日でも長く、元気で、和やかに、住み慣れたこの地で暮
らせるよう願って、会を続けていきたいと思います。

主なトピックス
事業計画・事業報告　　　　　　　 P２・３
デイサービス紹介　　　　　　　　　　P５
ご寄付　お礼　　　　　　　　　　　　P７
鍛冶屋温泉カレンダー　　　　　　　　P８

７
令和５年 
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Social welfare yazu

八頭中学生職場体験
職場体験を通して学ぶ、
地域とのつながり
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（
３
月
〜
５
月
）

（
３
月
〜
５
月
）

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団

　・
八
頭
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
役
員

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
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氏
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澄
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八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
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八
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仕
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八
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八
東
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十
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仕
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タ
オ
ル
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雑
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７
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０
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久
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奥

谷

徳

丸

稗

谷

安
井
宿

３月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

母母母父母母

和

子

愛

子

美
由
子

幸

人

行

江

利

江

前
　
嶋
　
次
　
夫

石
　
破
　
光
　
春

小
　
林
　
　
　
誠

下
　
田
　
研
　
嗣

山
　
本
　
登
　
司

橋
　
上
　
　
　
宏

郡

家

郡
家
殿

日

田

市

谷

船

岡

船

岡
４月住

　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

５月

物
品
・
一
般
寄
付

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
5
年
3
月
「
第一生
命
　
労
働
組
合

鳥
取
支
部
」
様
よ
り
、
船
岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
車
椅
子
1
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ご
利
用
者
様
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
安
心
し

て
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
大
切

に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

車
椅
子
の
ご
寄
贈
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
こ
の
八
頭
町
に

　
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

　「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
〜

社
協
会
費
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
住
民
一
人

ひ
と
り
が
役
割
を
も
ち
、助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
企

画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ

の
活
動
は
、み
な
さ
ま
か
ら
頂
く
貴
重

な
財
源
で
あ
る「
社
協
会
費
」で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、本
会
の
趣
旨
や
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、会
費
の
納
入
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

令和５年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支予算書（単位：円）
会費収入　4,632,000
寄付金収入
　　2,435,000

通所介護事業
269,841,000

法人運営事業
66,718,000補助金収入

75,995,000

受託金収入
78,905,000

貸付事業収入
200,000

事業収入
6,229,000

介護保険事業収入
309,277,000

障害福祉
サービス等
事業収入
5,204,000

事業活動
その他の収入
995,000

その他の活動収入
10,000,000

前期末支払資金
61,980,000

障がい福祉
サービス事業
6,285,000

委託施設管理事業
22,080,000 居宅介護

支援事業
84,855,000

施設管理運営事業
3,729,000

地域福祉活動推進事業
11,653,000

福祉サービス利用援助事業
1,685,000

ボランティアセンター事業
444,000
補助事業
33,469,000
共同募金配分金事業
4,095,000
地域支援事業
29,154,000

訪問介護事業
14,994,000

福祉資金貸付事業
6,850,000

収入合計
555,852,000

支出合計
555,852,000

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

１
．地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

　  

向
け
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

様
々
な
集
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
、課

題
を
抱
え
た
人
・
世
帯
を
地
域
の
関
係

に
つ
な
ぎ
戻
し
、人
と
人
の
つ
な
が
り

の
中
で
支
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
①
共
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

　
②
多
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
包
括

的
な
支
援
体
制
の
構
築

　
③「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」と
の

連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り

２
．第
３
次
八
頭
町
地
域
福
祉

　  

活
動
計
画
の
策
定

　
八
頭
町
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
、住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

主
体
が
相
互
に
協
力
し
て
活
動
・
行
動

す
る
た
め
の
中
核
と
な
る「
第
３
次
八

頭
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
策
定
を

町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に

行
い
ま
す
。

３
．介
護
保
険
事
業
の
運
営
強
化

　
①
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
②
感
染
対
策
の
継
続
に
よ
る
安
心

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
③
令
和
６
年
度
介
護
保
険
制
度
改

正
を
捉
え
た
事
業
展
開
の
検
討

《
事
　
業
》

　
●
訪
問
介
護
事
業

　
●
通
所
介
護
事
業

　
　（
本
所
・
船
岡
支
所
・
八
東
支
所
）

　
●
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　（
本
所
・
八
東
支
所
）

４
．法
人
組
織
の
基
盤
強
化

　
①
法
人
の
組
織
機
能
及
び
経
営
基

盤
の
強
化

　
②
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な

財
政
運
営

　
③
職
員
の
資
質
向
上

令和５年度　事 業 計 画

重
点
項
目

基
本
方
針

昨
年
度
は
、福
祉
の

町
づ
く
り
の
推
進
と
介
護
保
険
事
業
の

充
実
を
中
核
に
据
え
て
、事
業
計
画
を

作
成
、推
進
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
終

息
す
る
こ
と
な
く
、地
域
福
祉
事
業
で

は
、感
染
防
止
対
策
に
よ
る
活
動
の
制

限
、介
護
保
険
事
業
で
は
、利
用
者
や

職
員
の
感
染
対
応
の
影
響
が
非
常
に
大

き
く
、両
事
業
と
も
満
足
に
事
業
展
開

が
図
れ
な
か
っ
た
。

　
地
域
福
祉
推
進
で
は
、地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た「
第
２
次
八
頭
町

地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
仕
上
げ
と
第

３
次
計
画
の
策
定
、膨
ら
ん
で
い
る
支

援
・
相
談
事
業
の
整
備
、充
実
や
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
の
進
化
な
ど
が
課
題
と
な

る
。

　
合
わ
せ
て
介
護
保
険
事
業
は
、何
よ

り
利
用
者
数
の
回
復
・
安
定
が
最
重
要

課
題
で
あ
り
、職
員
が
危
機
感
を
共
有

し
て
、高
齢
者
数
の
変
動
な
ど
将
来
的

な
社
会
像
も
視
野
に
入
れ
、魅
力
的
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
工
夫
、創
造
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、４
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
、

町
民
の
期
待
や
願
い
に
応
え
得
る
事
業

の
充
実
・
展
開
に
努
め
る
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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通所介護事業
265,531,505

令和４年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支決算書（単位：円）

障がい福祉
サービス事業
5,660,711

委託施設管理事業
21,641,795

法人運営事業
87,881,385

居宅介護
支援事業
79,821,954

施設管理運営事業
3,429,010

地域福祉活動推進事業
12,500,482

福祉サービス利用援助事業
1,763,100

ボランティアセンター事業
465,332
補助事業
25,516,559
共同募金配分金事業
4,130,825
地域支援事業
19,582,933

訪問介護事業
17,339,085

福祉資金貸付事業
1,008,860

会費収入 4,561,700
寄付金収入
　　3,160,304補助金収入

75,808,379

受託金収入
60,410,780

事業収入
5,156,342

貸付事業収入
33,000

介護保険事業収入
275,684,340

障害福祉
サービス等
事業収入
3,826,470

事業活動
その他の収入
8,110,657

その他の活動収入
24,476,680

前期末支払資金
85,044,884

収入合計
546,273,536

支出合計
546,273,536

　
令
和
４
年
度
は
、次
の
地
域
福
祉
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
抜
粋
）

●
地
域
福
祉
事
業

•
こ
だ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
地
域
見
守
り
）

•
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
58
サ
ロ
ン
）

•
小
・
中
学
校
福
祉
教
育
推
進

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置
促
進
・
支
援

•
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
研
修
会
開
催

•
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

•
あ
っ
た
か
い
こ
と
ば
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

•
福
祉
大
会（
11
月
６
日
開
催
）

•
災
害
時
支
え
愛
地
域
づ
く
り

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録（
３
５
７
名
）

•
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
模
擬
訓
練
実
施

•
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

•
え
ん
く
る
り（
生
活
困
窮
へ
の
法
人
貢
献
事
業
）

•
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト（
緊
急
支
援
）

●
共
同
募
金
配
分
金
事
業

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
助
成（
５
事
業
所
）　

•
障
が
い
者
福
祉
活
動
支
援

•
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
助
成
　

•
小
・
中
・
保
育
所
生
産
活
動
費
助
成

•
保
育
園
児
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト（
５
３
４
名
）

•
県
外
災
害
義
援
金

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
助
成

•
お
せ
ち
配
布（
３
１
５
名
）

•
重
度
障
が
い
者
贈
り
物（
１
４
５
名
）

•
作
業
所
歳
末
行
事
助
成

•
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ

•
ほ
っ
と
市（
※
）

●
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
事
業
）

•
介
護
予
防
事
業
・
食
の
自
立
支
援
事
業
・
家
族
介
護
教

室
・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

●
委
託
施
設
管
理
事
業（
指
定
管
理
）

•
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

•
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

●
諸
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

•
民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
・
遺
族
会
連
合
会
・
心
身
障
害
児

（
者
）保
護
育
成
会
・
共
同
募
金
委
員
会

　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
で
は
、

重
点
と
な
る
未
設
置
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
設
立
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、設
立
準
備
段
階
の
国
中
地

区
に
お
い
て
は
、集
落
支
援
員
と
関
係

機
関
に
よ
る
訪
問
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
っ
て
、居
場
所
づ
く
り
事
業
が

開
催
さ
れ
、次
年
度
へ
の
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
道
筋
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、西
郡
家
地
区
に
つ
い
て
は
、

「
西
郡
家
地
区
健
康
づ
く
り
の
集
い
」

を
開
催
し
、住
民
の
機
運
を
高
め
る
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
福
祉
学
習
の
推
進
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
つ
な
が
り
の
継
続
と
し
て
実
施

し
て
３
年
目
と
な
っ
た「
あ
っ
た
か
い

こ
と
ば
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
展
開
し
、各
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
と
小
学
校
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
の
や
り
と
り
か
ら
対
面
交
流

や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
発
展
し
、連
携

が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、障
が
い
の
あ
る
当
事
者
の
語

り
を
通
じ
た「
語
り
・
学
び
d
e
愛
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
八
頭
高
校
探
求
部
の

参
加
に
よ
っ
て
実
施
し
、語
り
を
通
じ

た
相
互
理
解
へ
と
変
化
が
生
ま
れ
、さ

ら
に
当
事
者
団
体
内
で
の
語
り
合
い

の
実
践
や
当
事
者
団
体
の
連
携
へ
進

展
し
ま
し
た
。

　「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」の
設

立
に
よ
る
連
携
で
は
、町
内
５
社
会

福
祉
法
人（
愛
光
会
・
ふ
な
お
か
福
祉

会
・
や
ず
・
れ
し
ー
ぶ
・
社
会
福
祉
協
議

会
）に
よ
り
令
和
４
年
６
月
に
設
立
と

な
り
ま
し
た
。課
題
共
有
や
連
携
し
て

取
り
組
め
る
内
容
と
し
て
、各
法
人
の

専
門
性
を
活
か
し
分
野
を
超
え
た
課

題
へ
の
対
応
と
し
て「
集
め
る
」「
形
に

す
る
」「
つ
な
げ
る
」の
３
ス
テ
ッ
プ
に

整
理
し
、出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
相
談
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

を
相
談
窓
口
と
し
、関
係
機
関
・
専
門

機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
、課
題
を
抱

え
る
相
談
者
へ
の
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

令和４年度　事 業 報 告 　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方

の
当
事
者
団
体
で
あ
る
八
頭
町
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
、
八
頭
町
心
身
障
害
児
（
者
）

保
護
育
成
会
、八
頭
町
家
族
会
で
は
、お
互

い
の
活
動
の
活
性
化
や
つ
な
が
り
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
合
同
体
育
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
誰
で

も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

障
が
い
に
つ

い
て
理
解
し

合
え
る
場
と

も
な
っ
て
い

ま
す
。

日 

時
：
令
和
５
年
7
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時 

30
分
〜

場 

所
：
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

内 

容
： 

ボ
ッ
チ
ャ
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

　
　
　 

ス
ロ
ー
イ
ン
ビ
ン
ゴ
ほ
か

対 
象
： 
八
頭
町
身
障
協
会
、育
成
会
、家
族

会
会
員
の
皆
様

　
　
　 

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
　
　 

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
に

通
っ
て
お
ら
れ
る
方

参
加
申
込
先

　
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

　（
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
　
　
話
　
７
２
-0
0
2
1

申
込
締
切
　
7
月
14
日（
金
）

八
頭
町
身
障
協
会
・
育
成
会
・
家
族
会
・
合
同
体
育
大
会

鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会

　
　
　
県
知
事
賞
受
賞

団
体
が
つ
な
が
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

ボッチャ

　会
員
以
外
の
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
令
和
5
年
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
第
16
回
鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会
に

お
い
て
、
当
社
協
職
員
の
松
原
勇
作

さ
ん
の
研
究
発
表
が
、
最
高
賞
の
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
」

　 

〜
持
続
可
能
な
事
業
に
す
る
為
の

　
　
　
　
　
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜

　
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、9
月
２４
日（
日
）に
開
催
す
る

「
八
頭
町
福
祉
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン

ト
出
店
団
体
を
募
集
し
ま
す
。出

店
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
八
頭
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

日
時
：
令
和
5
年
9
月
24
日（
日
）

　
　
　
10
：
30
〜
１3
：
00
頃

会
場
：
八
東
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
内
運
動
場

　
・
出
店
ス
ペ
ー
ス
は

　
　
1
団
体
当
た
り
3ｍ
×
3ｍ

　
・
申
込
締
切
：

　
　
　
　
令
和
5
年
7
月
31
日（
月
）

　
福
祉
作
業
所
等
の
出
店
内
容
と

重
な
る
場
合
や
会
場
設
備
の
都
合

に
よ
り
出
店
内
容
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
本
会
ま

で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第16回

　
こ
の
度
の
受
賞
は
、
一
緒
に
業

務
に
あ
た
っ
て
い
る
同
僚
・
上
司

を
は
じ
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
事
例

協
力
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
の
力

な
し
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

子ども服・おもちゃの
リユース事業

（※）ほっと市

八
頭
町
福
祉
ま
つ
り

出
店
団
体
を
募
集
し
ま
す

7/22
開催予定
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通所介護事業
265,531,505

令和４年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支決算書（単位：円）

障がい福祉
サービス事業
5,660,711

委託施設管理事業
21,641,795

法人運営事業
87,881,385

居宅介護
支援事業
79,821,954

施設管理運営事業
3,429,010

地域福祉活動推進事業
12,500,482

福祉サービス利用援助事業
1,763,100

ボランティアセンター事業
465,332
補助事業
25,516,559
共同募金配分金事業
4,130,825
地域支援事業
19,582,933

訪問介護事業
17,339,085

福祉資金貸付事業
1,008,860

会費収入 4,561,700
寄付金収入
　　3,160,304補助金収入

75,808,379

受託金収入
60,410,780

事業収入
5,156,342

貸付事業収入
33,000

介護保険事業収入
275,684,340

障害福祉
サービス等
事業収入
3,826,470

事業活動
その他の収入
8,110,657

その他の活動収入
24,476,680

前期末支払資金
85,044,884

収入合計
546,273,536

支出合計
546,273,536

　
令
和
４
年
度
は
、次
の
地
域
福
祉
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
抜
粋
）

●
地
域
福
祉
事
業

•
こ
だ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
地
域
見
守
り
）

•
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
58
サ
ロ
ン
）

•
小
・
中
学
校
福
祉
教
育
推
進

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置
促
進
・
支
援

•
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
研
修
会
開
催

•
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

•
あ
っ
た
か
い
こ
と
ば
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

•
福
祉
大
会（
11
月
６
日
開
催
）

•
災
害
時
支
え
愛
地
域
づ
く
り

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録（
３
５
７
名
）

•
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
模
擬
訓
練
実
施

•
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

•
え
ん
く
る
り（
生
活
困
窮
へ
の
法
人
貢
献
事
業
）

•
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト（
緊
急
支
援
）

●
共
同
募
金
配
分
金
事
業

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
助
成（
５
事
業
所
）　

•
障
が
い
者
福
祉
活
動
支
援

•
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
助
成
　

•
小
・
中
・
保
育
所
生
産
活
動
費
助
成

•
保
育
園
児
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト（
５
３
４
名
）

•
県
外
災
害
義
援
金

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
助
成

•
お
せ
ち
配
布（
３
１
５
名
）

•
重
度
障
が
い
者
贈
り
物（
１
４
５
名
）

•
作
業
所
歳
末
行
事
助
成

•
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ

•
ほ
っ
と
市（
※
）

●
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
事
業
）

•
介
護
予
防
事
業
・
食
の
自
立
支
援
事
業
・
家
族
介
護
教

室
・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

●
委
託
施
設
管
理
事
業（
指
定
管
理
）

•
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

•
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

●
諸
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

•
民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
・
遺
族
会
連
合
会
・
心
身
障
害
児

（
者
）保
護
育
成
会
・
共
同
募
金
委
員
会

　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
で
は
、

重
点
と
な
る
未
設
置
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
設
立
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、設
立
準
備
段
階
の
国
中
地

区
に
お
い
て
は
、集
落
支
援
員
と
関
係

機
関
に
よ
る
訪
問
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
っ
て
、居
場
所
づ
く
り
事
業
が

開
催
さ
れ
、次
年
度
へ
の
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
道
筋
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、西
郡
家
地
区
に
つ
い
て
は
、

「
西
郡
家
地
区
健
康
づ
く
り
の
集
い
」

を
開
催
し
、住
民
の
機
運
を
高
め
る
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
福
祉
学
習
の
推
進
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
つ
な
が
り
の
継
続
と
し
て
実
施

し
て
３
年
目
と
な
っ
た「
あ
っ
た
か
い

こ
と
ば
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
展
開
し
、各
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
と
小
学
校
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
の
や
り
と
り
か
ら
対
面
交
流

や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
発
展
し
、連
携

が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、障
が
い
の
あ
る
当
事
者
の
語

り
を
通
じ
た「
語
り
・
学
び
d
e
愛
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
八
頭
高
校
探
求
部
の

参
加
に
よ
っ
て
実
施
し
、語
り
を
通
じ

た
相
互
理
解
へ
と
変
化
が
生
ま
れ
、さ

ら
に
当
事
者
団
体
内
で
の
語
り
合
い

の
実
践
や
当
事
者
団
体
の
連
携
へ
進

展
し
ま
し
た
。

　「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」の
設

立
に
よ
る
連
携
で
は
、町
内
５
社
会

福
祉
法
人（
愛
光
会
・
ふ
な
お
か
福
祉

会
・
や
ず
・
れ
し
ー
ぶ
・
社
会
福
祉
協
議

会
）に
よ
り
令
和
４
年
６
月
に
設
立
と

な
り
ま
し
た
。課
題
共
有
や
連
携
し
て

取
り
組
め
る
内
容
と
し
て
、各
法
人
の

専
門
性
を
活
か
し
分
野
を
超
え
た
課

題
へ
の
対
応
と
し
て「
集
め
る
」「
形
に

す
る
」「
つ
な
げ
る
」の
３
ス
テ
ッ
プ
に

整
理
し
、出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
相
談
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

を
相
談
窓
口
と
し
、関
係
機
関
・
専
門

機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
、課
題
を
抱

え
る
相
談
者
へ
の
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

令和４年度　事 業 報 告 　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方

の
当
事
者
団
体
で
あ
る
八
頭
町
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
、
八
頭
町
心
身
障
害
児
（
者
）

保
護
育
成
会
、八
頭
町
家
族
会
で
は
、お
互

い
の
活
動
の
活
性
化
や
つ
な
が
り
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
合
同
体
育
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
誰
で

も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

障
が
い
に
つ

い
て
理
解
し

合
え
る
場
と

も
な
っ
て
い

ま
す
。

日 

時
：
令
和
５
年
7
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時 

30
分
〜

場 

所
：
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

内 

容
： 

ボ
ッ
チ
ャ
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

　
　
　 

ス
ロ
ー
イ
ン
ビ
ン
ゴ
ほ
か

対 

象
： 

八
頭
町
身
障
協
会
、育
成
会
、家
族

会
会
員
の
皆
様

　
　
　 

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
　
　 

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
に

通
っ
て
お
ら
れ
る
方

参
加
申
込
先

　
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

　（
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
　
　
話
　
７
２
-0
0
2
1

申
込
締
切
　
7
月
14
日（
金
）

八
頭
町
身
障
協
会
・
育
成
会
・
家
族
会
・
合
同
体
育
大
会

鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会

　
　
　
県
知
事
賞
受
賞

団
体
が
つ
な
が
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

ボッチャ

　会
員
以
外
の
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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催
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れ

た
第
16
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鳥
取
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に

お
い
て
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当
社
協
職
員
の
松
原
勇
作

さ
ん
の
研
究
発
表
が
、
最
高
賞
の
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
」

　 

〜
持
続
可
能
な
事
業
に
す
る
為
の

　
　
　
　
　
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
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催
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八
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ン
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す
。出

店
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希
望
さ
れ
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団
体
は
八
頭
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

日
時
：
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和
5
年
9
月
24
日（
日
）

　
　
　
10
：
30
〜
１3
：
00
頃
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屋
内
運
動
場

　
・
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店
ス
ペ
ー
ス
は

　
　
1
団
体
当
た
り
3ｍ
×
3ｍ

　
・
申
込
締
切
：

　
　
　
　
令
和
5
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7
月
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）

　
福
祉
作
業
所
等
の
出
店
内
容
と

重
な
る
場
合
や
会
場
設
備
の
都
合

に
よ
り
出
店
内
容
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
本
会
ま

で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第16回
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緒
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業

務
に
あ
た
っ
て
い
る
同
僚
・
上
司
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協
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々
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な
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っ
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場
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借
り
て
感
謝
申
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と
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子ども服・おもちゃの
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町
福
祉
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つ
り

出
店
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体
を
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集
し
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7/22
開催予定
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
支
援
し
ま
す
！

　
老
夫
婦

二
人
暮
ら

し
で
、
夫

の
介
護
を
妻
の
私
が

し
て
い
る
け
ど
、
最

近
介
護
疲
れ
か
自
分

の
方
が
倒
れ
そ
う
で

心
配
…
ど
う
し
よ

う
？

　一
人
暮

ら
し
の
親

が
、
最
近

鍋
を
焦
が
す
よ
う
に

な
っ
た
し
自
分
で
調

理
も
で
き
て
い
な
い
様
子
。

　
で
も
、ス
ー
パ
ー
の
総
菜
ば
か
り
だ
と

冷
た
い
し
、
栄
養
も
偏
り
が
ち
で
心
配

…
ど
う
し
よ
う
？

　
ヘ
ル
パ
ー
が

訪
問
し
、お
む

つ
交
換
・
ご
自

宅
の
お
風
呂

で
の
入
浴
介
助・体
拭
き・着
替
え
の
介
助・

食
事
介
助
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。（
身
体
介

護
）

　
ご
自
宅
で
介
護
が
長
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
、頑
張
り
す
ぎ
な
い
で
早
め
に
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
下
さ
い
。身
体
介
護
は
他

に
同
居
の
ご
家
族
が
お
ら
れ
て
も
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
訪
問
介
護
事
業
所

電
話
　
０
８
５
８
-７
３
-０
６
７
２

住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
の
生
活
を
。

本
　
　
所
　
0
8
5
8
-7
2
-6
1
2
5

八
東
支
所
　
0
8
5
8
-7
1
-0
0
2
2

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会

Q１A１

　
ご
自
宅
に
ヘ

ル
パ
ー
が
訪
問

し
て
調
理
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
自
宅
に
あ
る
材
料
で
工
夫
し
て
調
理

し
ま
す
。
他
に
も
生
活
に
必
要
な
物
の
買

い
物
や
掃
除
、
ご
み
出
し
等
も
お
手
伝
い

し
ま
す
よ
。
（
生
活
援
助
）

　
生
活
援
助
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
利

用
者
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A2 Q2

は
い
！
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
す
！

次
の
よ
う
な
内
容
で
お
困
り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

送　迎
8:00 健康観察

9:00

個別活動
10:00

訪問
相談

計画作成
（ケアプラン）

調整
連携

デイサービスって
なにやってるの？

集団体操・レクリエーション
13:00～

送迎・帰宅
16:00

おやつ
15:00

TV体操・
口腔体操

11:00

昼　食
12:00

ご自宅までお迎えに
伺います。

ご自宅まで
お送りいたします。

機能訓練士の指導で
各種の運動を行います。

●機能訓練

●趣味活動

●お風呂
お身体に合わせた、
３種類のお風呂を
準備しています。

季節に合った手作りの
昼食です。

ボールやお手玉、棒などを使い、
多くの方と一緒にできる体操を
行っています。
体操後はいろいろなレクリエー
ションや季節行事を楽しんで頂い
ています。

日帰りで介護サービスを受けること
ができるデイサービス。ご利用者様
はどんな１日を過ごされているのか？
本所デイサービスの１日の流れをご
紹介します。

レクリエーションのあとは
お茶やおやつでひと休み。

計算問題、脳トレや
パズルなど活動を行
います。

食事前に、口の
周りの筋肉をほぐし、のど
の通りを良くします。

血圧測定、検温
など行います。

本所デイサービスでは、利用者様それぞれが
デイサービスの中で自分らしく、１日を楽しく
過ごしていただけるよう、毎日のプログラムに
趣向を凝らして皆様をお待ちしています。

「来てよかった」
と思っていただけるように…

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
…

　
介
護
の
お
悩
み
や
困
り
ご
と
等
の
ご
相

談
を
受
け
て
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
や

調
整
を
行
い
、介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）を
作
り
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ
ス

が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
や
か
か
り
つ
け
の
先
生
と
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、住
み
慣
れ
た
自
宅
、地
域

で
本
人
が
望
む
生
活
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
仕
事
で
す
。サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
後
も
定
期
的
に
ご
自
宅

を
訪
問
し
、生
活
の
様
子
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

　
八
頭
町
内
に
は
4
つ
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
八
頭

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
親
切
、丁
寧
に

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご利用者

ケアマネジャー

病院・事業所
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通所介護事業
265,531,505

令和４年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支決算書（単位：円）

障がい福祉
サービス事業
5,660,711

委託施設管理事業
21,641,795

法人運営事業
87,881,385

居宅介護
支援事業
79,821,954

施設管理運営事業
3,429,010

地域福祉活動推進事業
12,500,482

福祉サービス利用援助事業
1,763,100

ボランティアセンター事業
465,332
補助事業
25,516,559
共同募金配分金事業
4,130,825
地域支援事業
19,582,933

訪問介護事業
17,339,085

福祉資金貸付事業
1,008,860

会費収入 4,561,700
寄付金収入
　　3,160,304補助金収入

75,808,379

受託金収入
60,410,780

事業収入
5,156,342

貸付事業収入
33,000

介護保険事業収入
275,684,340

障害福祉
サービス等
事業収入
3,826,470

事業活動
その他の収入
8,110,657

その他の活動収入
24,476,680

前期末支払資金
85,044,884

収入合計
546,273,536

支出合計
546,273,536

　
令
和
４
年
度
は
、次
の
地
域
福
祉
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
抜
粋
）

●
地
域
福
祉
事
業

•
こ
だ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
地
域
見
守
り
）

•
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
58
サ
ロ
ン
）

•
小
・
中
学
校
福
祉
教
育
推
進

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置
促
進
・
支
援

•
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
研
修
会
開
催

•
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

•
あ
っ
た
か
い
こ
と
ば
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

•
福
祉
大
会（
11
月
６
日
開
催
）

•
災
害
時
支
え
愛
地
域
づ
く
り

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録（
３
５
７
名
）

•
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
模
擬
訓
練
実
施

•
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

•
え
ん
く
る
り（
生
活
困
窮
へ
の
法
人
貢
献
事
業
）

•
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト（
緊
急
支
援
）

●
共
同
募
金
配
分
金
事
業

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
助
成（
５
事
業
所
）　

•
障
が
い
者
福
祉
活
動
支
援

•
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
助
成
　

•
小
・
中
・
保
育
所
生
産
活
動
費
助
成

•
保
育
園
児
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト（
５
３
４
名
）

•
県
外
災
害
義
援
金

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
助
成

•
お
せ
ち
配
布（
３
１
５
名
）

•
重
度
障
が
い
者
贈
り
物（
１
４
５
名
）

•
作
業
所
歳
末
行
事
助
成

•
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ

•
ほ
っ
と
市（
※
）

●
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
事
業
）

•
介
護
予
防
事
業
・
食
の
自
立
支
援
事
業
・
家
族
介
護
教

室
・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

●
委
託
施
設
管
理
事
業（
指
定
管
理
）

•
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

•
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

●
諸
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

•
民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
・
遺
族
会
連
合
会
・
心
身
障
害
児

（
者
）保
護
育
成
会
・
共
同
募
金
委
員
会

　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
で
は
、

重
点
と
な
る
未
設
置
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
設
立
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、設
立
準
備
段
階
の
国
中
地

区
に
お
い
て
は
、集
落
支
援
員
と
関
係

機
関
に
よ
る
訪
問
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
っ
て
、居
場
所
づ
く
り
事
業
が

開
催
さ
れ
、次
年
度
へ
の
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
道
筋
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、西
郡
家
地
区
に
つ
い
て
は
、

「
西
郡
家
地
区
健
康
づ
く
り
の
集
い
」

を
開
催
し
、住
民
の
機
運
を
高
め
る
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
福
祉
学
習
の
推
進
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
つ
な
が
り
の
継
続
と
し
て
実
施

し
て
３
年
目
と
な
っ
た「
あ
っ
た
か
い

こ
と
ば
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
展
開
し
、各
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
と
小
学
校
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
の
や
り
と
り
か
ら
対
面
交
流

や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
発
展
し
、連
携

が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、障
が
い
の
あ
る
当
事
者
の
語

り
を
通
じ
た「
語
り
・
学
び
d
e
愛
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
八
頭
高
校
探
求
部
の

参
加
に
よ
っ
て
実
施
し
、語
り
を
通
じ

た
相
互
理
解
へ
と
変
化
が
生
ま
れ
、さ

ら
に
当
事
者
団
体
内
で
の
語
り
合
い

の
実
践
や
当
事
者
団
体
の
連
携
へ
進

展
し
ま
し
た
。

　「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」の
設

立
に
よ
る
連
携
で
は
、町
内
５
社
会

福
祉
法
人（
愛
光
会
・
ふ
な
お
か
福
祉

会
・
や
ず
・
れ
し
ー
ぶ
・
社
会
福
祉
協
議

会
）に
よ
り
令
和
４
年
６
月
に
設
立
と

な
り
ま
し
た
。課
題
共
有
や
連
携
し
て

取
り
組
め
る
内
容
と
し
て
、各
法
人
の

専
門
性
を
活
か
し
分
野
を
超
え
た
課

題
へ
の
対
応
と
し
て「
集
め
る
」「
形
に

す
る
」「
つ
な
げ
る
」の
３
ス
テ
ッ
プ
に

整
理
し
、出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
相
談
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

を
相
談
窓
口
と
し
、関
係
機
関
・
専
門

機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
、課
題
を
抱

え
る
相
談
者
へ
の
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

令和４年度　事 業 報 告 　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方

の
当
事
者
団
体
で
あ
る
八
頭
町
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
、
八
頭
町
心
身
障
害
児
（
者
）

保
護
育
成
会
、八
頭
町
家
族
会
で
は
、お
互

い
の
活
動
の
活
性
化
や
つ
な
が
り
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
合
同
体
育
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
誰
で

も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

障
が
い
に
つ

い
て
理
解
し

合
え
る
場
と

も
な
っ
て
い

ま
す
。

日 

時
：
令
和
５
年
7
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時 

30
分
〜

場 

所
：
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

内 

容
： 

ボ
ッ
チ
ャ
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

　
　
　 

ス
ロ
ー
イ
ン
ビ
ン
ゴ
ほ
か

対 
象
： 
八
頭
町
身
障
協
会
、育
成
会
、家
族

会
会
員
の
皆
様

　
　
　 

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
　
　 

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
に

通
っ
て
お
ら
れ
る
方

参
加
申
込
先

　
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

　（
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
　
　
話
　
７
２
-0
0
2
1

申
込
締
切
　
7
月
14
日（
金
）

八
頭
町
身
障
協
会
・
育
成
会
・
家
族
会
・
合
同
体
育
大
会

鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会

　
　
　
県
知
事
賞
受
賞

団
体
が
つ
な
が
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

ボッチャ

　会
員
以
外
の
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
令
和
5
年
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
第
16
回
鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会
に

お
い
て
、
当
社
協
職
員
の
松
原
勇
作

さ
ん
の
研
究
発
表
が
、
最
高
賞
の
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
」

　 

〜
持
続
可
能
な
事
業
に
す
る
為
の

　
　
　
　
　
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜

　
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、9
月
２４
日（
日
）に
開
催
す
る

「
八
頭
町
福
祉
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン

ト
出
店
団
体
を
募
集
し
ま
す
。出

店
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
八
頭
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

日
時
：
令
和
5
年
9
月
24
日（
日
）

　
　
　
10
：
30
〜
１3
：
00
頃

会
場
：
八
東
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
内
運
動
場

　
・
出
店
ス
ペ
ー
ス
は

　
　
1
団
体
当
た
り
3ｍ
×
3ｍ

　
・
申
込
締
切
：

　
　
　
　
令
和
5
年
7
月
31
日（
月
）

　
福
祉
作
業
所
等
の
出
店
内
容
と

重
な
る
場
合
や
会
場
設
備
の
都
合

に
よ
り
出
店
内
容
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
本
会
ま

で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第16回

　
こ
の
度
の
受
賞
は
、
一
緒
に
業

務
に
あ
た
っ
て
い
る
同
僚
・
上
司

を
は
じ
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
事
例

協
力
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
の
力

な
し
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

子ども服・おもちゃの
リユース事業

（※）ほっと市

八
頭
町
福
祉
ま
つ
り

出
店
団
体
を
募
集
し
ま
す

7/22
開催予定

社協だより 27 社協だより

（
３
月
〜
５
月
）

（
３
月
〜
５
月
）

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団

　・
八
頭
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
役
員

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

則

子

澄

子

貞

子

玉

枝

さ
だ
子

　
榮
　

須
津
江

眞

澄

正

男

福
　
本
　
和
　
彦

丸
　
山
　
一
　
美

石
　
破
　
満
　
幸

河
　
村

俊
　
朗

𠮷
　
田
　
健
太
郎

酒
　
井
　
伸
　
一

前
　
田
　
好
　
男

山
　
田
　
一
　
郎

加
　
藤
　
浩
　
志

東
京
都

福

本

郡
家
殿

覚
王
寺

兵
庫
県

船

岡

下

野

富

枝

皆

原

母母母母母母母母父

母母母夫母母母母

禮

子

雅

恵

佳

子

良

仁

芳

子

美

知

蔦

子

育

代

山
　
本
　
伸
　
明

岸
　
田
　
真
　
次

澤
　
田
　
　
　
昇

西
　
尾
　
登
喜
子

福
　
田
　
正
　
樹

水
　
谷
　
宣
　
正

松
　
尾
　
福
　
実

尾
　
﨑
　
康
　
子

八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団 

八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

八
頭
町
八
東
赤
十
字
奉
仕
団 

タ
オ
ル
他 

雑
巾 

７
，
０
０
０
円 

久
能
寺

日
下
部

米

岡

国

中

奥

谷

徳

丸

稗

谷

安
井
宿

３月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

母母母父母母

和

子

愛

子

美
由
子

幸

人

行

江

利

江

前
　
嶋
　
次
　
夫

石
　
破
　
光
　
春

小
　
林
　
　
　
誠

下
　
田
　
研
　
嗣

山
　
本
　
登
　
司

橋
　
上
　
　
　
宏

郡

家

郡
家
殿

日

田

市

谷

船

岡

船

岡
４月住

　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

５月

物
品
・
一
般
寄
付

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
5
年
3
月
「
第一生
命
　
労
働
組
合

鳥
取
支
部
」
様
よ
り
、
船
岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
車
椅
子
1
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ご
利
用
者
様
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
安
心
し

て
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
大
切

に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

車
椅
子
の
ご
寄
贈
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
こ
の
八
頭
町
に

　
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

　「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
〜

社
協
会
費
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
住
民
一
人

ひ
と
り
が
役
割
を
も
ち
、助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
企

画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ

の
活
動
は
、み
な
さ
ま
か
ら
頂
く
貴
重

な
財
源
で
あ
る「
社
協
会
費
」で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、本
会
の
趣
旨
や
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、会
費
の
納
入
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

令和５年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支予算書（単位：円）
会費収入　4,632,000
寄付金収入
　　2,435,000

通所介護事業
269,841,000

法人運営事業
66,718,000補助金収入

75,995,000

受託金収入
78,905,000

貸付事業収入
200,000

事業収入
6,229,000

介護保険事業収入
309,277,000

障害福祉
サービス等
事業収入
5,204,000

事業活動
その他の収入
995,000

その他の活動収入
10,000,000

前期末支払資金
61,980,000

障がい福祉
サービス事業
6,285,000

委託施設管理事業
22,080,000 居宅介護

支援事業
84,855,000

施設管理運営事業
3,729,000

地域福祉活動推進事業
11,653,000

福祉サービス利用援助事業
1,685,000

ボランティアセンター事業
444,000
補助事業
33,469,000
共同募金配分金事業
4,095,000
地域支援事業
29,154,000

訪問介護事業
14,994,000

福祉資金貸付事業
6,850,000

収入合計
555,852,000

支出合計
555,852,000

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

１
．地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

　  

向
け
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

様
々
な
集
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
、課

題
を
抱
え
た
人
・
世
帯
を
地
域
の
関
係

に
つ
な
ぎ
戻
し
、人
と
人
の
つ
な
が
り

の
中
で
支
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
①
共
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

　
②
多
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
包
括

的
な
支
援
体
制
の
構
築

　
③「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」と
の

連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り

２
．第
３
次
八
頭
町
地
域
福
祉

　  

活
動
計
画
の
策
定

　
八
頭
町
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
、住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

主
体
が
相
互
に
協
力
し
て
活
動
・
行
動

す
る
た
め
の
中
核
と
な
る「
第
３
次
八

頭
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
策
定
を

町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に

行
い
ま
す
。

３
．介
護
保
険
事
業
の
運
営
強
化

　
①
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
②
感
染
対
策
の
継
続
に
よ
る
安
心

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
③
令
和
６
年
度
介
護
保
険
制
度
改

正
を
捉
え
た
事
業
展
開
の
検
討

《
事
　
業
》

　
●
訪
問
介
護
事
業

　
●
通
所
介
護
事
業

　
　（
本
所
・
船
岡
支
所
・
八
東
支
所
）

　
●
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　（
本
所
・
八
東
支
所
）

４
．法
人
組
織
の
基
盤
強
化

　
①
法
人
の
組
織
機
能
及
び
経
営
基

盤
の
強
化

　
②
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な

財
政
運
営

　
③
職
員
の
資
質
向
上

令和５年度　事 業 計 画

重
点
項
目

基
本
方
針

昨
年
度
は
、福
祉
の

町
づ
く
り
の
推
進
と
介
護
保
険
事
業
の

充
実
を
中
核
に
据
え
て
、事
業
計
画
を

作
成
、推
進
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
終

息
す
る
こ
と
な
く
、地
域
福
祉
事
業
で

は
、感
染
防
止
対
策
に
よ
る
活
動
の
制

限
、介
護
保
険
事
業
で
は
、利
用
者
や

職
員
の
感
染
対
応
の
影
響
が
非
常
に
大

き
く
、両
事
業
と
も
満
足
に
事
業
展
開

が
図
れ
な
か
っ
た
。

　
地
域
福
祉
推
進
で
は
、地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た「
第
２
次
八
頭
町

地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
仕
上
げ
と
第

３
次
計
画
の
策
定
、膨
ら
ん
で
い
る
支

援
・
相
談
事
業
の
整
備
、充
実
や
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
の
進
化
な
ど
が
課
題
と
な

る
。

　
合
わ
せ
て
介
護
保
険
事
業
は
、何
よ

り
利
用
者
数
の
回
復
・
安
定
が
最
重
要

課
題
で
あ
り
、職
員
が
危
機
感
を
共
有

し
て
、高
齢
者
数
の
変
動
な
ど
将
来
的

な
社
会
像
も
視
野
に
入
れ
、魅
力
的
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
工
夫
、創
造
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、４
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
、

町
民
の
期
待
や
願
い
に
応
え
得
る
事
業

の
充
実
・
展
開
に
努
め
る
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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（
３
月
〜
５
月
）

（
３
月
〜
５
月
）

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団

　・
八
頭
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
役
員

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

則

子

澄

子

貞

子

玉

枝

さ
だ
子

　
榮
　

須
津
江

眞

澄

正

男

福
　
本
　
和
　
彦

丸
　
山
　
一
　
美

石
　
破
　
満
　
幸

河
　
村

俊
　
朗

𠮷
　
田
　
健
太
郎

酒
　
井
　
伸
　
一

前
　
田
　
好
　
男

山
　
田
　
一
　
郎

加
　
藤
　
浩
　
志

東
京
都

福

本

郡
家
殿

覚
王
寺

兵
庫
県

船

岡

下

野

富

枝

皆

原

母母母母母母母母父

母母母夫母母母母

禮

子

雅

恵

佳

子

良

仁

芳

子

美

知

蔦

子

育

代

山
　
本
　
伸
　
明

岸
　
田
　
真
　
次

澤
　
田
　
　
　
昇

西
　
尾
　
登
喜
子

福
　
田
　
正
　
樹

水
　
谷
　
宣
　
正

松
　
尾
　
福
　
実

尾
　
﨑
　
康
　
子

八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団 

八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

八
頭
町
八
東
赤
十
字
奉
仕
団 

タ
オ
ル
他 

雑
巾 

７
，
０
０
０
円 

久
能
寺

日
下
部

米

岡

国

中

奥

谷

徳

丸

稗

谷

安
井
宿

３月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

母母母父母母

和

子

愛

子

美
由
子

幸

人

行

江

利

江

前
　
嶋
　
次
　
夫

石
　
破
　
光
　
春

小
　
林
　
　
　
誠

下
　
田
　
研
　
嗣

山
　
本
　
登
　
司

橋
　
上
　
　
　
宏

郡

家

郡
家
殿

日

田

市

谷

船

岡

船

岡
４月住

　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

５月

物
品
・
一
般
寄
付

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
5
年
3
月
「
第一生
命
　
労
働
組
合

鳥
取
支
部
」
様
よ
り
、
船
岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
車
椅
子
1
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ご
利
用
者
様
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
安
心
し

て
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
大
切

に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

車
椅
子
の
ご
寄
贈
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
こ
の
八
頭
町
に

　
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

　「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
〜

社
協
会
費
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
住
民
一
人

ひ
と
り
が
役
割
を
も
ち
、助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
企

画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ

の
活
動
は
、み
な
さ
ま
か
ら
頂
く
貴
重

な
財
源
で
あ
る「
社
協
会
費
」で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、本
会
の
趣
旨
や
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、会
費
の
納
入
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

令和５年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支予算書（単位：円）
会費収入　4,632,000
寄付金収入
　　2,435,000

通所介護事業
269,841,000

法人運営事業
66,718,000補助金収入

75,995,000

受託金収入
78,905,000

貸付事業収入
200,000

事業収入
6,229,000

介護保険事業収入
309,277,000

障害福祉
サービス等
事業収入
5,204,000

事業活動
その他の収入
995,000

その他の活動収入
10,000,000

前期末支払資金
61,980,000

障がい福祉
サービス事業
6,285,000

委託施設管理事業
22,080,000 居宅介護

支援事業
84,855,000

施設管理運営事業
3,729,000

地域福祉活動推進事業
11,653,000

福祉サービス利用援助事業
1,685,000

ボランティアセンター事業
444,000
補助事業
33,469,000
共同募金配分金事業
4,095,000
地域支援事業
29,154,000

訪問介護事業
14,994,000

福祉資金貸付事業
6,850,000

収入合計
555,852,000

支出合計
555,852,000

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

１
．地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

　  

向
け
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

様
々
な
集
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
、課

題
を
抱
え
た
人
・
世
帯
を
地
域
の
関
係

に
つ
な
ぎ
戻
し
、人
と
人
の
つ
な
が
り

の
中
で
支
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
①
共
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

　
②
多
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
包
括

的
な
支
援
体
制
の
構
築

　
③「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」と
の

連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り

２
．第
３
次
八
頭
町
地
域
福
祉

　  

活
動
計
画
の
策
定

　
八
頭
町
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
、住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

主
体
が
相
互
に
協
力
し
て
活
動
・
行
動

す
る
た
め
の
中
核
と
な
る「
第
３
次
八

頭
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
策
定
を

町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に

行
い
ま
す
。

３
．介
護
保
険
事
業
の
運
営
強
化

　
①
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
②
感
染
対
策
の
継
続
に
よ
る
安
心

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
③
令
和
６
年
度
介
護
保
険
制
度
改

正
を
捉
え
た
事
業
展
開
の
検
討

《
事
　
業
》

　
●
訪
問
介
護
事
業

　
●
通
所
介
護
事
業

　
　（
本
所
・
船
岡
支
所
・
八
東
支
所
）

　
●
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　（
本
所
・
八
東
支
所
）

４
．法
人
組
織
の
基
盤
強
化

　
①
法
人
の
組
織
機
能
及
び
経
営
基

盤
の
強
化

　
②
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な

財
政
運
営

　
③
職
員
の
資
質
向
上

令和５年度　事 業 計 画

重
点
項
目

基
本
方
針

昨
年
度
は
、福
祉
の

町
づ
く
り
の
推
進
と
介
護
保
険
事
業
の

充
実
を
中
核
に
据
え
て
、事
業
計
画
を

作
成
、推
進
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
終

息
す
る
こ
と
な
く
、地
域
福
祉
事
業
で

は
、感
染
防
止
対
策
に
よ
る
活
動
の
制

限
、介
護
保
険
事
業
で
は
、利
用
者
や

職
員
の
感
染
対
応
の
影
響
が
非
常
に
大

き
く
、両
事
業
と
も
満
足
に
事
業
展
開

が
図
れ
な
か
っ
た
。

　
地
域
福
祉
推
進
で
は
、地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た「
第
２
次
八
頭
町

地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
仕
上
げ
と
第

３
次
計
画
の
策
定
、膨
ら
ん
で
い
る
支

援
・
相
談
事
業
の
整
備
、充
実
や
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
の
進
化
な
ど
が
課
題
と
な

る
。

　
合
わ
せ
て
介
護
保
険
事
業
は
、何
よ

り
利
用
者
数
の
回
復
・
安
定
が
最
重
要

課
題
で
あ
り
、職
員
が
危
機
感
を
共
有

し
て
、高
齢
者
数
の
変
動
な
ど
将
来
的

な
社
会
像
も
視
野
に
入
れ
、魅
力
的
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
工
夫
、創
造
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、４
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
、

町
民
の
期
待
や
願
い
に
応
え
得
る
事
業

の
充
実
・
展
開
に
努
め
る
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た



社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは ■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793

■ 船岡支所　〒680-0411　八頭町船岡殿159番地
　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227
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https://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
是非のぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

鍛冶屋温泉カレンダー
9月

 日 月 火 水 木 金 土
       1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

7月
 日 月 火 水 木 金 土
       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23／30 24／31 25 26 27 28 29

8月
 日 月 火 水 木 金 土
   1  2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31

営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）

ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内のみ）
■ 温泉利用での無料休憩所・無料マッサージ機があります。

営業日（9：00～19：00）
（土・日・祝日・お盆）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）
町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！

26

安井宿サロンおたのしみ会
～住み慣れた地域でいきいきと～

　昨年６月に10周年を迎えました。毎回の出席者は60
代～ 90代まで平均35名です。世話役は、60代から70代
の22名の有志が５班に分かれて、年２回ずつ担当して
います。担当の月は何をしようかと相談し、講師依頼
やお茶お菓子の準備などすべて班にお任せです。今月
はどんな会かなあと皆が楽しみにして、一緒に楽しい
ひとときが過ごせるよう「おたのしみ会」と名付けら
れました。
　ご縁があって、安井宿で一緒に暮らす私達です。一
日でも長く、元気で、和やかに、住み慣れたこの地で暮
らせるよう願って、会を続けていきたいと思います。
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